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(57)【要約】
　本発明の実施形態による自動販売システムは、前方商
品棚および／または後方商品棚を備え、各棚は複数の置
き場を有し、複数の置き場の各々は商品扉を有し、シス
テムは、レールシステム上でｘ－ｙ平面に沿って移動可
能なかごをさらに備え、商品置き場の商品扉を選択的に
開けて置き場内の商品がかごの中に落下することを可能
にし、かごは、商品をかごから解放するための商品送付
位置に移動可能である。そのようなシステムは、各置き
場の内容を決定するためのセンサおよび／またはスキャ
ナを備えることができ、それによって任意の商品を任意
の置き場に置くことができ、各置き場または全部の置き
場の在庫が、いつでも決定することができる。かごは、
ｘおよびｙに移動するように構成されるが、ｚ方向に移
動しないように構成することができ、扉を開けるための
単独の作動機構としての役割を果たすこともできる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動販売のためのシステムであって、
　水平軸および垂直軸の一方または両方に沿って配置される複数の区画を備える商品棚で
あって、
　前記複数の区画のうちの少なくとも１つの区画が、前記少なくとも１つの区画を開閉す
るように構成される扉を備え、前記扉の少なくとも一部がほぼ透明である、商品棚と、
　かごと、
　ガントリシステムであって、前記かごが、前記ガントリシステムに移動可能に結合され
、前記ガントリシステムが、前記かごを前記水平軸および前記垂直軸の一方または両方に
沿って移動させることによって前記複数の区画のいずれかに隣接して前記かごを配置する
ように構成される、ガントリシステムと、
　前記かごと共に移動するスキャナであって、前記少なくとも１つの区画内の商品を識別
するように、または前記少なくとも１つの区画が空いていることを決定するように構成さ
れ、前記スキャナのスキャナ信号が、前記扉の前記少なくとも一部を通過するように構成
される、スキャナと
を備えるシステム。
【請求項２】
　前記かごが、前記水平軸と前記垂直軸の両方にほぼ直交している方向に沿った移動の構
成要素を何ら有さない、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記商品棚が第１の商品棚であり、前記システムが第２の商品棚をさらに備え、前記ガ
ントリシステムおよび前記かごが、前記第１の商品棚と前記第２の商品棚の間に位置する
、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記かごおよび前記ガントリシステムが、前記第１の商品棚中の１つまたは複数の区画
および前記第２の商品棚中の１つまたは複数の区画から商品を取り出すように構成される
、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　送付シュートをさらに備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　廃棄置き場をさらに備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　いつ前記商品が前記かごに入ったかを決定するように構成されるセンサをさらに備える
、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　いつ前記商品が前記送付シュートに入ったかを決定するように構成されるセンサをさら
に備える、請求項５に記載のシステム。
【請求項９】
　前記かごが前記水平軸および前記垂直軸の一方または両方に沿って移動すると前記扉を
開けるように構成される扉作動装置をさらに備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記扉が接触要素を備え、前記扉作動装置が前記扉作動装置に押し付けられるときに、
前記扉作動装置が前記扉を開けるように構成される、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記扉作動装置が、延長可能および後退可能である、請求項９に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記扉作動装置が、前記かごに取り付けられる、請求項９に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記スキャナが、前記かごに隣接して取り付けられる、請求項１に記載のシステム。
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【請求項１４】
　前記スキャナが、前記かごに取り付けられる、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの区画が、少なくとも部分的に傾斜している底を備え、前記底は、
前記少なくとも１つの区画中の商品が、前記扉が開かれるときに前記区画から滑って出る
ことを可能にするように構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記かごの上部が、前記商品を受け取るように開かれており、前記商品棚に最も近い前
記かごの側壁が、少なくとも部分的に傾斜している、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　送付シュートをさらに備え、前記かごは、前記かごが前記送付シュートの上方に位置す
るときに開くように構成されたトラップ扉を備える、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記送付シュートが扉作動装置を備え、前記トラップ扉が接触要素を備え、前記トラッ
プ扉は、前記接触要素が前記扉作動装置の上へ下げられるときに開くように構成される、
請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　自動販売における区画のサイズおよび位置を決定する方法であって、
　ガントリシステムを用いて、水平軸および垂直軸に沿い、商品棚に沿ってスキャナを移
動させるステップと、
　前記水平軸に沿った各区画の水平位置および幅または前記商品棚の区画の列を記録する
ステップと、
　前記垂直軸に沿った各区画の垂直位置および高さまたは前記商品棚の区画の行を記録す
るステップと、
　少なくとも部分的に透明である各区画にある扉を通じて、前記商品棚の各区画の内容を
スキャンするステップと
を含む方法。
【請求項２０】
　水平軸および垂直軸に沿い、商品棚に沿って前記スキャナを移動させるステップが、前
記水平軸および前記垂直軸に沿って同時に、前記商品棚に沿って前記スキャナを移動させ
るステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　各区画にある前記扉を通じて、前記商品棚の各区画の内容をスキャンするステップが、
前記扉を開けることなく、各区画の前記内容をスキャンするステップを含む、請求項１９
に記載の方法。
【請求項２２】
　垂直パネルおよび水平パネルを組み立てて、所望のサイズの区画を備える前記商品棚を
形成するステップ
　をさらに含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　各区画の内容をスキャンするステップが、第１の時間で各区画の内容をスキャンするス
テップを含み、前記方法が、第２の時間で各区画の内容をスキャンするステップをさらに
含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２４】
　前記第１の時間と前記第２の時間の間で２４時間より長く経過しない、請求項２３に記
載の方法。
【請求項２５】
　前記第１の時間と前記第２の時間の間で８時間より長く経過しない、請求項２４に記載
の方法。
【請求項２６】
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　前記第１の時間と前記第２の時間の間で１時間より長く経過しない、請求項２５に記載
の方法。
【請求項２７】
　前記第２の時間で前記各区画の内容をスキャンするステップが、エラーメッセージに基
づいて実行される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２８】
　前記区画が、前記第１の時間と前記第２の時間の間に補充される、請求項２３に記載の
方法。
【請求項２９】
　各区画の底が印を備え、前記印のスキャンが、前記区画に商品がないことを指し示す、
請求項１９に記載の方法。
【請求項３０】
　特定の商品の要求を受け取るステップと、
　前記特定の商品が存在する前記商品棚の特定の区画を識別するステップと、
　前記ガントリシステムを用いてかごを前記特定の区画に移動させるステップと
　をさらに含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記ガントリシステムを用いて前記かごを移動させることによって前記特定の区画への
扉を開けるステップ
　をさらに含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記かごの扉作動装置を前記扉の接触要素へ移動させることによって前記特定の区画へ
の前記扉を開けるステップと、
　前記特定の商品を前記かご内で受け取るステップと
　をさらに含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記扉を開けるステップが、
　前記水平軸および前記垂直軸に少なくとも部分的に垂直である方向に前記扉作動装置を
延ばすステップ
　をさらに含む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記方向に前記扉作動装置を後退させるステップをさらに含む、請求項３３に記載の方
法。
【請求項３５】
　前記ガントリを用いて、前記かごを送付シュートの上の位置に移動させるステップと、
　前記特定の商品を前記かごから前記送付シュートに解放するステップと
をさらに含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項３６】
　前記特定の商品を前記かごから前記送付シュートに解放するステップが、
　前記かごの底にあるトラップ扉を開けるステップ
　を含む、請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記トラップ扉を開けるステップが、前記ガントリシステムを用いて、前記トラップ扉
にある接触要素を前記送付シュートにある扉作動装置へ移動させるステップを含む、請求
項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記特定の商品が前記送付シュートの中に入ったのを感知するステップ
　をさらに含む、請求項３５に記載の方法。
【請求項３９】
　前記トラップ扉の位置を感知するステップ
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　をさらに含む、請求項３６に記載の方法。
【請求項４０】
　前記扉の位置を感知するステップ
　をさらに含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項４１】
　予想外の個数の商品が前記かごに入ったことを判定するステップと、
　前記判定に基づいて、前記ガントリを用いて、前記かごを補助置き場の上の位置に移動
させるステップと。
　前記予想外の個数の商品を前記かごから前記補助置き場の中に解放するステップと
　をさらに含む。請求項３１に記載の方法。
【請求項４２】
　前記特定の商品を前記かごに受け取るステップと、
　前記特定の商品が前記かご内にある間に前記特定の商品をスキャンするステップと
　をさらに含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記特定の商品を前記かごに受け取るステップと
　をさらに含む、請求項３１に記載の方法。
【請求項４４】
　前記特定の商品が前記かごに入ったのを感知するステップをさらに含む、請求項４３に
記載の方法。
【請求項４５】
　前記特定の商品が前記かごから出るのを感知するステップをさらに含む、請求項３５に
記載の方法。
【請求項４６】
　前記予想外の個数の商品が、０個の商品または２個の商品である、請求項４１に記載の
方法。
【請求項４７】
　前記ガントリが、前記垂直軸および前記水平軸に沿ってのみ移動できる、請求項１９に
記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]関連出願の相互
　本出願は、２０１１年５月４日に出願した米国仮特許出願第６１／４８２，５５５号、
および２０１２年１月１３日に出願した米国仮特許出願第６１／５８６，６２８号の利益
を主張するものであり、両出願は、あらゆる目的のために参照により本明細書に組み込ま
れる。
【０００２】
　[0002]本発明の実施形態は、自動販売に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]現在の自動販売システムは、販売システム内の特定の商品に関する在庫および販
売の厳密な管理ができないことがよくある。例えば、そのような自動販売システムは、販
売商品が特定の配置に手動で置かれる、もしくは各商品が特定の置き場に置かれる、およ
び／または販売システムが、在庫が追加されるか減じられるたびに、特定の品物または品
物の種類に対応する特定の置き場の位置に関してプログラムされるまたは通知を受けるこ
とをしばしば必要とする。そのような構成では、厳密な自動在庫管理が妨げられ、在庫異
常の危険（例えば、行方不明の窃盗または商品の損傷）が増加する。そうしたシステムは
、販売の品物の現実の所在および販売システム内のその位置は、商品が販売システムに装
填されるときから商品が販売システムから分配されるときまで同じままであるという仮定
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に従って動作する場合が多い。様々な理由のため、この仮定は、非効率および在庫管理の
誤りをもたらし、しばしば自動在庫管理の妨げとなり得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　[0004]本発明の実施形態による自動販売システムは、前方商品棚および／または後方商
品棚を備え、各棚は複数の置き場を有し、複数の置き場の各々は商品扉を有し、システム
は、レールシステム上でｘ－ｙ平面に沿って移動可能なかごをさらに備え、商品置き場の
商品扉を選択的に開けて置き場内の商品がかごの中に落下するまたは放出されることを可
能にし、かごは、商品をかごから解放するための商品送付位置に移動可能である。そのよ
うなシステムは、各置き場の内容を決定するためのセンサおよび／またはスキャナを備え
ることができ、それによって任意の商品を任意の置き場に置くことができ、各置き場また
は全部の置き場の在庫が、いつでも決定することができる。かごは、ｘおよびｙに移動す
るように構成されるが、ｚ方向に移動しないように構成することができ、扉を開けるため
の単独の作動機構としての役割を果たすこともできる。
【０００５】
　[0005]本発明の実施形態による自動販売のためのシステムは、水平軸および垂直軸の一
方または両方に沿って配置される複数の区画を備える商品棚であって、複数の区画のうち
の少なくとも１つの区画が、少なくとも１つの区画を開閉するように構成される扉を備え
、扉の少なくとも一部がほぼ透明である、商品棚と、かごと、ガントリシステムであって
、かごが、ガントリシステムに移動可能に結合され、かごを水平軸および垂直軸の一方ま
たは両方に沿って移動させることによって複数の区画のいずれかに隣接してかごを配置す
るように構成される、ガントリシステムと、かごと共に移動するスキャナであって、少な
くとも１つの区画内の商品を識別するように、または少なくとも１つの区画が空いている
ことを決定するように構成され、スキャナのスキャナ信号が、扉の少なくとも一部を通過
するように構成される、スキャナとを備える。
【０００６】
　[0006]段落[0005]のシステムは、かごが、水平軸と垂直軸の両方にほぼ直交している方
向に沿った移動の構成要素を有さない。
【０００７】
　[0007]段落[0005]または[0006]のシステムは、商品棚が第１の商品棚であり、システム
が第２の商品棚をさらに備え、ガントリシステムおよびかごが、第１の商品棚と第２の商
品棚の間に位置する。
【０００８】
　[0008]段落[0005]から[0007]のいずれかのシステムは、かごおよびガントリシステムが
、第１の商品棚中の１つまたは複数の区画および第２の商品棚中の１つまたは複数の区画
から商品を取り出すように構成される。
【０００９】
　[0009]段落[0005]から[0008]のいずれかのシステムは、送付シュートをさらに備える。
【００１０】
　[0010]段落[0005]から[0009]のいずれかのシステムは、廃棄置き場をさらに備える。
【００１１】
　[0011]段落[0005]から[0010]のいずれかのシステムは、いつ商品がかごに入ったかを決
定するように構成されるセンサをさらに備える。
【００１２】
　[0012]段落[0005]から[0011]のいずれかのシステムは、いつ商品が送付シュートに入っ
たかを決定するように構成されるセンサをさらに備える。
【００１３】
　[0013]段落[0005]から[0012]のいずれかのシステムは、扉作動装置をさらに備え、かご
が水平軸および垂直軸の一方または両方に沿って移動すると、扉作動装置が扉を開けるよ
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うに構成される。
【００１４】
　[0014]段落[0005]から[0013]のいずれかのシステムは、扉が接触要素を備え、扉作動装
置が扉作動装置に押し付けられるときに、扉作動装置が扉を開けるように構成される。
【００１５】
　[0015]段落[0005]から[0014]のいずれかのシステムは、扉作動装置が、延長可能および
後退可能である。
【００１６】
　[0016]段落[0005]から[0015]のいずれかのシステムは、扉作動装置が、かごに取り付け
られる。
【００１７】
　[0017]段落[0005]から[0016]のいずれかのシステムは、スキャナが、かごに隣接して取
り付けられる。
【００１８】
　[0018]段落[0005]から[0017]のいずれかのシステムは、スキャナが、かごに取り付けら
れる。
【００１９】
　[0019]段落[0005]から[0018]のいずれかのシステムは、少なくとも１つの区画が、少な
くとも部分的に傾斜している底を備え、底は、少なくとも１つの区画中の商品が、扉が開
かれるときに区画から滑って出ることを可能にするように構成される。
【００２０】
　[0020]段落[0005]から[0019]のいずれかのシステムは、かごの上部が、商品を受け取る
ように開かれており、商品棚に最も近いかごの側壁が、少なくとも部分的に傾斜している
。
【００２１】
　[0021]段落[0005]から[0020]のいずれかのシステムは、送付シュートをさらに備え、か
ごは、かごが送付シュートの上方に位置するときに開くように構成されたトラップ扉を備
える。
【００２２】
　[0022]段落[0005]から[0021]のいずれかのシステムは、送付シュートが扉作動装置を備
え、トラップ扉が接触要素を備え、トラップ扉は、接触要素が扉作動装置の上へ下げられ
るときに開くように構成される。
【００２３】
　[0023]本発明の実施形態による自動販売における区画のサイズおよび位置を決定する方
法は、ガントリシステムを用いて、水平軸および垂直軸に沿い、商品棚に沿ってスキャナ
を移動させるステップと、水平軸に沿った各区画の水平位置および幅または商品棚の区画
の列を記録するステップと、垂直軸に沿った各区画の垂直位置および高さまたは商品棚の
区画の行を記録するステップと、少なくとも部分的に透明である各区画にある扉を通じて
、商品棚の各区画の内容をスキャンするステップとを含む。
【００２４】
　[0024]段落[0023]の方法は、水平軸および垂直軸に沿い、商品棚に沿ってスキャナを移
動させるステップが、水平軸および垂直軸に沿って同時に、商品棚に沿ってスキャナを移
動させるステップを含む。
【００２５】
　[0025]段落[0023]または[0024]の方法は、各区画にある扉を通じて、商品棚の各区画の
内容をスキャンするステップが、扉を開けることなく、各区画の内容をスキャンするステ
ップを含む。
【００２６】
　[0026]段落[0023]から[0025]のいずれかの方法は、
　[0027] 垂直パネルおよび水平パネルを組み立てて、所望のサイズの区画を備える商品
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棚を形成するステップをさらに含む。
【００２７】
　[0028]段落[0023]から[0027]のいずれかの方法は、各区画の内容をスキャンするステッ
プが、第１の時間で各区画の内容をスキャンするステップを含み、方法が、第２の時間で
各区画の内容をスキャンするステップをさらに含む。
【００２８】
　[0029]段落[0023]から[0028]のいずれかの方法は、第１の時間と第２の時間の間で２４
時間より長く経過しない。
【００２９】
　[0030]段落[0023]から[0029]のいずれかの方法は、第１の時間と第２の時間の間で８時
間より長く経過しない。
【００３０】
　[0031]段落[0023]から[0030]のいずれかの方法は、第１の時間と第２の時間の間で１時
間より長く経過しない。
【００３１】
　[0032]段落[0023]から[0031］のいずれかの方法は、第２の時間で各区画の内容をスキ
ャンするステップが、エラーメッセージに基づいて実行される。
【００３２】
　[0033]段落[0023]から[0032]のいずれかの方法は、区画が、第１の時間と第２の時間の
間に補充される。
【００３３】
　[0034]段落[0023]から[0033]のいずれかの方法は、各区画の底が印を備え、印のスキャ
ンが、区画に商品がないことを指し示す。
【００３４】
　[0035]段落[0023]から[0034]のいずれかの方法は、特定の商品の要求を受け取るステッ
プと、特定の商品が存在する商品棚の特定の区画を識別するステップと、ガントリシステ
ムを用いてかごを特定の区画に移動させるステップとをさらに含む。
【００３５】
　[0036]段落[0023]から[0035]のいずれかの方法は、ガントリシステムを用いてかごを移
動させることによって特定の区画への扉を開けるステップをさらに含む。
【００３６】
　[0037]段落[0023]から[0036]のいずれかの方法は、かごの扉作動装置を扉の接触要素へ
移動させることによって特定の区画への扉を開けるステップと、特定の商品をかご内で受
け取るステップとをさらに含む。
【００３７】
　[0038]段落[0023]から[0037]のいずれかの方法は、扉を開けるステップが、水平軸およ
び垂直軸に少なくとも部分的に垂直である方向に扉作動装置を延ばすステップをさらに含
む。
【００３８】
　[0039]段落[0023]から[0038]のいずれかの方法は、前記方向に扉作動装置を後退させる
ステップをさらに含む。
【００３９】
　[0040]段落[0023]から[0039]のいずれかの方法は、ガントリを用いて、かごを送付シュ
ートの上の位置に移動させるステップと、特定の商品をかごから送付シュートに解放する
ステップとをさらに含む。
【００４０】
　[0041]段落[0023]から[0040]のいずれかの方法は、特定の商品をかごから送付シュート
に解放するステップが、かごの底にあるトラップ扉を開けるステップを含む。
【００４１】
　[0042]段落[0023]から[0041]のいずれかの方法は、トラップ扉を開けるステップが、ガ
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ントリシステムを用いて、トラップ扉にある接触要素を送付シュートにある扉作動装置へ
移動させるステップを含む。
【００４２】
　[0043]段落[0023]から[0042]のいずれかの方法は、特定の商品が送付シュートの中に入
ったのを感知するステップをさらに含む。
【００４３】
　[0044]段落[0023]から[0043]のいずれかの方法は、トラップ扉の位置を感知するステッ
プをさらに含む。
【００４４】
　[0045]段落[0023]から[0044]のいずれかの方法は、扉の位置を感知するステップをさら
に含む。
【００４５】
　[0046]段落[0023]から[0045]のいずれかの方法は、予想外の個数の商品がかごに入った
ことを判定するステップと、判定に基づいて、ガントリを用いて、かごを補助置き場の上
の位置に移動させるステップと、予想外の個数の商品をかごから補助置き場の中に解放す
るステップとをさらに含む。
【００４６】
　[0047]段落[0023]から[0046]のいずれかの方法は、特定の商品をかごに受け取るステッ
プと、特定の商品がかご内にある間に特定の商品をスキャンするステップとをさらに含む
。
【００４７】
　[0048]段落[0023]から[0047]のいずれかの方法は、特定の商品をかごに受け取るステッ
プをさらに含む。
【００４８】
　[0049]段落[0023]から[0048]のいずれかの方法は、特定の商品がかごに入ったのを感知
するステップをさらに含む。
【００４９】
　[0050]段落[0023]から[0049]のいずれかの方法は、特定の商品がかごから出るのを感知
するステップをさらに含む。
【００５０】
　[0051]段落[0023]から[0050]のいずれかの方法は、予想外の個数の商品が、０個の商品
または２個の商品である。
【００５１】
　[0052]段落[0023]から[0051]のいずれかの方法は、ガントリが、垂直軸および水平軸に
沿ってのみ移動できる。
【００５２】
　[0053]複数の実施形態が開示されたが、さらに他の本発明の実施形態が、例示的な本発
明の実施形態を示し説明する以下の詳細な説明から当業者に明らかになろう。したがって
、図面および詳細な説明は、本来的に限定的でない例示としてみなされるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】[0054]本発明の実施形態による自動販売システムの側面図である。
【図２】[0055]本発明の実施形態による図１の自動販売システムの前方斜視図である。
【図３】[0056]本発明の実施形態による商品送付かごの前方斜視図である。
【図４】[0057]本発明の実施形態による図３の商品送付かごの後方斜視図である。
【図５】[0058]本発明の実施形態による後方商品棚を備えた自動販売システムの前方斜視
図である。
【図６】[0059]本発明の実施形態による商品送付かごを示す図５の自動販売システムの代
替の前方斜視図である。
【図７】[0060]本発明の実施形態による図５および図６の自動販売システムの代替の前方
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斜視図である。
【図８】[0061]本発明の実施形態による商品送付かごおよび送付扉作動機構の前方斜視図
である。
【図９】[0062]本発明の実施形態による送付扉が途中まで開いた商品送付かごの側面図で
ある。
【図１０】[0063]本発明の実施形態による送付扉が完全に開いた商品送付かごの側面図で
ある。
【図１１】[0064]本発明の実施形態による代替の自動販売システムの斜視図である。
【図１２】[0065]本発明の実施形態による図１１の代替の自動販売システムの斜視図であ
る。
【図１３】[0066]本発明の実施形態による図１１および図１２の代替の自動販売システム
の斜視図である。
【図１４】[0067]本発明の実施形態による図１１から図１３の代替の自動販売システムの
斜視図である。
【図１５】[0068]本発明の実施形態による商品送付かごの斜視図である。
【図１６】[0069]本発明の実施形態による商品送付シュートを示す代替の自動販売システ
ム筺体の内側の斜視図である。
【図１７】[0070]本発明の実施形態による自動販売システム用の商品棚の前方斜視図であ
る。
【図１８】[0071]本発明の実施形態による自動販売システムを示す図である。
【図１９】[0072]本発明の実施形態によるコンピュータシステムを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００５４】
　[0073]本発明は、様々な修正形態および代替形態に補正可能であるが、特定の実施形態
が、図面に例によって示されており、以下に詳細に説明される。しかし、この意図は、記
載した特定の実施形態に本発明を限定するものではない。それと反対に、本発明は、特許
請求の範囲によって定められる本発明の範囲内に含まれる全ての修正例、均等物、および
代替例を包含するのである。
【００５５】
　[0074]図１および図２は、本発明の実施形態による自動販売システム１０を示す。自動
販売システム１０は、前方商品棚１４および後方商品棚１２と、下側水平レール１８、上
側水平レール２０、および垂直レール１６を含むレールシステムとを備える。本明細書で
用いられるとき、用語「垂直」は、重力の方向にほぼ平行である方向を指すために用いら
れ、用語「水平」は、重力の方向にほぼ垂直である方向を指すために用いられる。例えば
、垂直方向は、図２に示されるｙ方向にほぼ平行であり、一方、水平方向は、図２に示さ
れるｘ方向にほぼ平行である。
【００５６】
　[0075]自動販売システム１０は、垂直レール１６に沿って上下に移動するように構成さ
れた送付かご２２をさらに備えることができ、垂直レールは、下側および上側水平レール
１８、２０に沿って前後に移動するように構成されている。このレールシステムは、ガン
トリまたはガントリシステムとも呼ばれる場合があり、商品送付かご２２が、動きに関す
るｘ－ｙ範囲内で前方および／または後方商品棚１２、１４に沿った任意の位置へ移動す
ることを可能にする。送付かご２２が所望の位置へ移動させられ、商品送付扉が開かれる
と、商品は、送付かご２２に滑り込む。本発明の実施形態によれば、次いで、送付かご２
２は、送付シュート２６に対応するｘ－ｙ位置へ移動させられ、そこでかごトラップ扉２
４が開かれて、商品は、かご２２からトラップ扉２４に沿って送付シュート２６に滑り込
むことができ、そこで商品は、送付扉２８を通じて取り出すことができる。
【００５７】
　[0076]図３および図４は、本発明の実施形態による商品送付かご２２の前方斜視図を示
す。本発明の実施形態によれば、商品送付かご２２は、閉じられた構成では商品送付かご
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２２の底の下に延在するかごトラップ扉２４と、扉作動装置３２とを備える。商品送付か
ご２２は、センサ取付部３４をさらに備え、このセンサ取付部３４に２つの商品識別セン
サ３６、３７が取り付けられる。本発明の実施形態によれば、商品識別センサ３６、３７
は、レーザを利用したバーコードスキャナ、カメラもしくは画像センサ、および／または
無線自動識別（ＲＦＩＤ）センサであり得る。本発明の実施形態によれば、重ね合わされ
た投影錐体３８、４０は、センサ３６、３７の例示的な三次元範囲を示すために含まれる
。
【００５８】
　[0077]図５は、本発明の実施形態による後方商品棚１２を備えた自動販売システムの前
方斜視図を示す。商品棚１２は、例えば、列および行に配置され得る多数の商品小室また
は置き場を備える。本発明の実施形態によれば、商品は、初めに、商品棚１２の背面１３
を通じて置き場に装填することができ、次いで、かご２２によって商品棚１２の正面１５
から取り出すことできる。代替として、商品は、初めに、正面１５から置き場に装填され
てもよい。本発明の実施形態によれば、１つの商品が、各商品置き場に装填される。他の
実施形態によれば、２つ以上の商品が、各商品置き場に装填される。
【００５９】
　[0078]図６に示されるように、商品が置き場に装填されると、扉６２は、商品が置き場
から落下するのを防ぐ。各置き場の底面は、棚１３の後部から棚１３の前部に向かって下
向きに傾斜または傾斜路が設けられてもよく、それによって商品の送付を容易にする。例
えば、各置き場のこの傾斜または傾斜路によって、商品扉６２が開かれると、商品は、送
付かご２２に容易に滑り込むことができる。
【００６０】
　[0079]図６は、本発明の実施形態による、送付かご２２を使用して商品送付扉６２を開
けることができるやり方の１つを示す。本発明の実施形態によれば、商品送付かご２２は
、ｘ－ｙ平面に沿ってのみ移動することができ、（ｘ方向とｙ方向の両方に垂直である）
ｚ方向に移動しない。これによりシステム１０を構築するためのコストおよび費用を節約
し、商品の送付を簡単および迅速にもする。商品送付かご２２は、扉作動装置３２を備え
る。本発明の実施形態によれば、扉作動装置３２は、送付かご２２から商品棚１２に向か
って延在する棒材とすることができ、扉作動装置３２は、強固に取り付けられても、およ
び／または枢動点６７で送付かご２２に枢動可能に結合されてもよく、１つまたは複数の
弾性部材、例えばばね６９によって下方位置に付勢されてもよい。本発明のいくつかの実
施形態によれば、扉作動装置３２は、ｚ方向に延長可能または後退可能でない。
【００６１】
　[0080]各商品扉６２は、扉フロント６４と、扉６２に枢動可能に結合されるサイドレバ
ー６６とを備える。ばね７２は、（扉６２ｂによって例示されるように）商品送付扉を閉
位置に付勢するために、扉６２および／またはサイドレバー６６に取り付けられてもよく
、それによって商品は、扉が扉作動装置３２によって開かれるまで、扉６２ｂによって置
き場内に保持される。各扉６２は、扉作動装置３２によって接触されるように構成される
接触要素６８、例えば自由に回転する車輪６８を備えることもできる。図６に見られるよ
うに、接触要素６８は、扉作動装置３２が移動する同じ平面の中におよび／またはその平
面を越えて延在し、したがって、かご２２のｘ－ｙ位置を制御する制御システムは、接触
要素６８に接触する扉作動装置３２を不意に移動させないようにプログラムされる。特定
の品物が送付のために選択されたとき、制御システムは、送付かご２２を扉作動装置３２
が開かれる扉６２に対応する接触要素６８の真上にある位置へ移動させ、次いで、かご２
２（および扉作動装置３２）は、下向きに（負のｙ方向に）移動させられ、それによって
扉作動装置３２は、接触要素６８を下向きに押して扉６２を下げる。本発明の実施形態に
よれば、接触要素６８は、自由に回転する車輪であってもよく、滑りを防ぐためのゴムま
たは他のグリップ面を備えてもよく、一方、扉６２が開かれるときには動かなくならない
ように回転する。扉６２ｂは閉位置に示され、一方、扉６２ｃは途中まで開いた位置に示
され、扉６２は完全に開いた位置に示される。本発明の実施形態によれば、説明のためだ



(12) JP 2014-519081 A 2014.8.7

10

20

30

40

50

けに、扉６２の真上および真下にある扉も開いた位置に示されると共に、扉６２ｃは途中
まで開いた位置に示されており、使用中、通常ただ１つの扉６２が扉作動装置３２によっ
て任意の所与の時間で開かれる。
【００６２】
　[0081]送付かご２２および扉作動装置３２は、扉６２が開かれると、これまで扉６２の
背後に静止状態で保持されていた商品は、次いで、（下向きに傾斜した傾斜路を形成する
ように開かれた）扉６２を越えてかご２２に滑り込むように互いに対して配置される。上
述のように、かご２２の内側４２も傾斜されてもよく、解放された商品の下方への摺動を
収容するようになっている。本発明の実施形態によれば、商品がかご２２の中に解放され
た後、扉作動装置３２およびかご２２は、（例えば、ばねの作用７２によって）扉６２が
閉じることができるように持ち上げることができ、または扉作動装置３２およびかご２２
は、接触要素６８から扉作動装置３２をスリップさせるように正または負のｘ方向に移動
させられてもよい。
【００６３】
　[0082]図８に示されるように、所望の商品が、かご２２に受け入れられると、かご２２
は、トラップ扉作動装置８４の真上に位置するまでｘ－ｙ平面に沿って移動することがで
きる。かご２２のトラップ扉２４は、枢動点４４（図４参照）を中心にして枢動し、前述
した接触要素６８に類似し得る接触要素８２を含む。かご２２が図８に示される位置から
下げられるとき、接触要素８２は、トラップ扉作動装置８４に接触し、トラップ扉２４が
開かれる。図９は、途中まで開いた位置にトラップ扉２４を示し、図１０は、完全に開い
た位置にトラップ扉２４を示す。トラップ扉２４が開かれると。商品は、重力によって送
付シュート２６に滑り込みまたは落下し、使用者によって送付扉２８を通じて取り出すこ
とができる。
【００６４】
　[0083]本発明の実施形態によれば、各扉６２は、透明な窓６４を備え、透明な窓６４は
、任意の所望の時間で、１つもしくは複数のスキャナ３６、撮像装置、ＲＦＩＤ送受信装
置、および／またはカメラがｘ－ｙ平面に沿って移動し、自動販売システム１０の在庫を
調べることを可能にする。これにより、システム１０に新しい商品を装填またはストック
するのを容易にすると共に、在庫の追跡および管理も容易にする。使用者が、新しい商品
を商品棚１２に手動で装填するときに、かご２２は、各商品置き場に対応する位置に移動
し、スキャンシステム３６は、各置き場の内容および／または各在庫品の位置を決定する
。これにより在庫作業員が、ある商品をある位置に置かなければならないこと、および／
またはシステム１０に各商品の実際の置き場の位置を手動で指定しなければならないこと
をなくす。適宜、スキャンシステム３６は、いつでも、この置き場への扉が開かれる前に
特定の置き場の内容を確認する、および／または特定の置き場の内容がないことを確認す
るために使用されてもよい。システム１０は、ある時間間隔で、例えば８時間の期間ごと
に、在庫を自動的にスキャンするようにプログラムすることもできる。システム１０は、
不確かなスキャンが実行された置き場の控えをとり、技術者によって後でフォローアップ
するためのフラグを立て、システム１０の直ちに利用可能な販売の在庫から問題の置き場
を除外することもできる。
【００６５】
　[0084]センサ／スキャナ３６および／または３７は、置き場からかご２２の中へおよび
／またはかご２２から送付シュート２６の中への商品の送付を感知またはスキャンするた
めに使用することもできる。他の異なるセンサおよびセンサの種類も、これらの目的のた
めに使用されてもよい。例えば、各扉６２は、扉６２の位置を指し示す信号を制御システ
ムに伝達するように構成された扉位置センサ７０（図６参照）を備えてもよい。本発明の
実施形態によれば、これは、単純な「開／閉」の指示であってもよく、および／または扉
の増分位置もしくは相対的位置を含み得る。商品の位置および／または送付を感知または
確認するために、他の光学的なカメラ、撮像装置、レーザおよび／またはＲＦＩＤセンサ
が、かご２２の中、上および／または近くに備えられてもよい。本発明の実施形態によれ
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ば、例えば、かご２２上のセンサ６３は、棚１２中の置き場内からかご２２内への商品の
通過を感知するために使用でき、トラップ扉２４にあるセンサ６１は、かご２２内からト
ラップ扉２４の下へ送付シュート２６の中に商品が通過するのを感知するのに使用できる
。
【００６６】
　[0085]特定のトラップ扉２４の機構が本明細書に説明されるが、本発明の実施形態によ
れば、他のトラップ扉タイプの機構、および他の非トラップ扉タイプの機構が、かご２２
が商品を受け取るときとかご２２が商品を送付シュート２６へ伝達するときの間にかご２
２上またはかご２２内に商品を保持するために使用されてもよい。例えば、かご２２は、
かご２２の下から水平方向に外に滑って内部の商品を解放する底を備えてもよい。
【００６７】
　[0086]図５～図１０は、扉の開放、および後方商品棚１２からの商品の取り出しを示す
が、本発明の実施形態によれば、かご２２およびレールシステムは、同様のやり方で扉を
開け、前方商品棚１４から商品を取り出すために使用することもできる。かご２２は、扉
作動装置３２が後方商品棚１２に向かって延びる仕方と同様に、前方商品棚１４に向かう
方向にかご２２から延びる別の扉作動装置を備えてもよい。本発明の実施形態によれば、
前方商品棚１４の置き場の垂直および／または水平な配置は、かご２２の移動を容易にす
るように後方商品棚１４の置き場の対応する配置に対してｘ方向および／またはｙ方向に
ずらされてもよい。他の本発明の実施形態によれば、前方商品棚１４の置き場は、後方商
品棚１２の置き場に対してずらされず、かご２２および扉作動装置３２は、かご２２がｘ
－ｙ平面に沿って移動させられるときに偶然の衝突を避けるように、各扉の接触要素６８
に基づいて単純に操作される。
【００６８】
　[0087]図１１～図１４は、本発明の実施形態によるシステム１０に類似する自動販売シ
ステムの動作を示す。
【００６９】
　[0088]図１５は、本発明の実施形態による商品送付かご２２’の斜視図を示す。商品送
付かご２２’は、商品送付かご２２に関連して説明した特色および特徴の一部または全部
を含むことができ、商品送付かご２２は、本発明の実施形態による商品送付かご２２’に
関連して説明した特色および特徴の一部または全部を含むことができる。本発明の実施形
態によれば、商品送付かご２２’は、閉じた構成で商品送付かご２２’の底の下に延在す
るかごトラップ扉２４’と、扉作動装置３２’とを備える。かご２２のようにセンサ取付
部３４を横に隣接して有する代わりに、本発明の実施形態によれば、かご２２’のセンサ
取付部３４’は、かご２２’自体にある。本発明の実施形態によれば、商品識別センサ 
３６’は、センサ取付部３４’に位置し、同様の商品識別センサは、かご２２’の他方の
側で別のセンサ取付部に位置してもよい。本発明の実施形態によれば、商品識別センサ３
６’は、レーザを利用したバーコードスキャナ、カメラもしくは画像センサ、および／ま
たは無線自動識別（ＲＦＩＤ）センサであり得る。本発明の実施形態によれば、重ね合わ
された投影錐体３８’、４０’は、センサ３６’の例示的な三次元範囲を示すために含ま
れる。
【００７０】
　[0089]本発明の実施形態によれば、かご２２’は、かご２２と同様に動作することがで
きる。本発明のいくつかの実施形態によれば、扉作動装置３２’は、後退可能および延長
可能であって、様々な区画にわたってｘ－ｙ座標系中のかごのナビゲーションをさらに容
易にする。例えば、かご２２’がｘ－ｙ方向にガントリシステムに沿って移動させられる
とき、扉作動装置３２’は、扉作動装置３２’が、陳列棚のハードウェア（例えば、扉作
動装置または区画自体）にぶつかるまたは他の形でその妨げにならないように後退されて
もよい。本発明の実施形態によれば、扉作動装置３２’は、特定の区画が開けるために選
択されるとき、延ばされてもよい。かご２２’は、２つの対向する扉作動装置３２’を伴
って示されるが、代替として、かご２２’は、前パネルおよび／または後パネル、ならび
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に使用される特定の扉の開放機構の配置に応じて、ただ１つの扉作動装置３２’、または
３つ以上の扉作動装置３２’を備えてもよい。本発明の実施形態によれば、扉作動装置３
２’は、電子制御されたソレノイド７４および枢動アーム７６を用いて、または様々な他
の電子制御された機構もしくは他の機構を用いて作動することができる。本発明の実施形
態によれば、かご２２’は、トラップ扉２４’および接触要素８２’も備え、これらはト
ラップ扉２４および接触要素８２と同様に動作する。
【００７１】
　[0090]図１６は、本発明の実施形態による商品送付シュート２６’を示す代替の自動販
売システムの筺体またはハウジング１の内側の斜視図を示す。本発明の実施形態によれば
、商品送付シュート２６’およびトラップ扉作動装置８４’は、商品送付シュート２６お
よびトラップ扉作動装置８４と同様に動作する。本発明の実施形態によれば、かご２２’
は、トラップ扉作動装置８４’の真上に移動させられ、接触要素８２’がトラップ扉作動
装置８４’にぶつかるまで下げられ、それによってトラップ扉２４’が開き、分配された
商品をかご２２’から送付シュート２６’に落下させることができる。本発明の実施形態
によれば、送付シュート２６’は、シュート２６’の底での商品の受け取りを識別し、お
よび／またはシュート２６’の底にある商品をスキャンして、商品の識別情報を識別およ
び／または確認するように構成される１つまたは複数の照明および／または感知装置９３
、９４を備えてもよい。本発明の実施形態によれば、例えば、システム９３は、商品が到
着すると遮られる送付小室を横切って光のカーテンを生成することができる。送付シュー
ト２６’は、送付扉 ９０、例えば、軌道９１上を上下に滑り、扉を持ち上げるための取
っ手９２を有する扉９０を備えてもよい。本発明の実施形態によれば、扉９０の開放は、
商品がシュート２６’から取り出される用意ができるまで施錠される。
【００７２】
　[0091]図１６は、補助置き場９５も示す。補助置き場９５は、トラップ扉作動装置８４
’を有することもできる。商品は、扉作動装置９６の上にかご２２’を配置し、接触要素
８２’が扉作動装置９６にぶつかるまでかご２２’を下げ、それによってトラップ扉２４
’を開き、かご２２’内の任意の商品を補助置き場９５の中に落下させることによって、
商品が送付シュート２６’へ送付されるのと大体同じようにかご２２’によって補助置き
場９５へ送付することができる。補助置き場９５は、例えば、期限が切れた品物、分配前
にさらなる注意を要する品物、および／または処分される品物を受け取るために使用する
ことができる。補助置き場９５は、かご２２’のための制御システムが、特定の商品の識
別情報を決定できない、および／または商品がかご２２’に入っているのか決定できない
状況で、かご２２’によって、トラップ扉２４’を開けるために使用することもできる。
本発明の実施形態によれば、補助置き場９５は、かご２２’が、かご２２’内に２つ以上
の商品の存在またはあまりに多くの商品の存在を検出するまたは疑う場合に商品を解放し
、それによってあまりに多くの商品または不明の商品が分配されることを防ぐのに使用す
ることもできる。
【００７３】
　[0092]図１７は、本発明の実施形態による自動販売システム用の商品棚２の前方斜視図
を示す。棚２は、上記のように区画を含み、本発明の実施形態によれば、各区画は、幅Ｗ
および高さＨを有する。棚２は、様々なプレートで形成することができ、プレートは、金
属もしくはプラスチック、または他の硬質材料もしくは半硬質材料であり得る。例えば、
各小室の底は、底プレート１００で形成することができ、各小室の側面は、垂直プレート
９９で形成することができる。本発明の実施形態によれば、スペーサプレート９８は、隣
接した垂直パネル９９同士の間に位置することができ、場合によっては、扉６２’が完全
に開かれるときに扉６２’のための止め具として働くことができる。これらのシートまた
はプレート９８、９９、１００は、サイズがカスタマイズ可能であり、組み立てが容易で
ある区画を形成するために使用することができる。本発明の実施形態によれば、上記のよ
うに、プレート１００は、下向きの傾斜を形成するように垂直プレート９９と連結するこ
とができ、各区画中のプレート１００の上部に乗っかる商品が、扉６２’が開かれるとき
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に扉６２’を越えて滑り落ちることを可能にする。
【００７４】
　[0093]かご２２または２２’の位置を制御する制御システムは、位置または相対位置を
識別するようにやはり構成することができるセンサ３６、３７、３６’を使用する。これ
らのセンサを用いて、制御システムは、区画の位置を識別し、区画に対してのかご２２ま
たは２２’の位置を決定することができる。センサシステムは、縁、例えば、垂直プレー
ト９９の最も左の縁および／または最も右の縁を識別するように構成することができ、そ
れによって制御システムがｘ次元にかご２２、２２’を正確に位置決めすることを可能に
する。センサシステムは、ｙ次元にかご２２、２２’を正確に位置決めすることを可能に
するために、垂直プレート９９中に切り欠きまたは割れ目として形成された１つまたは複
数の縁９７を識別するように構成することもできる。したがって、同じかご２２、２２’
およびセンサシステムが、幅広い種類の異なる区画のサイズおよび構成と共に使用するこ
とができる。かご２２、２２’およびセンサシステムは、この位置識別技術を用いて、同
じ棚に異なるサイズの区画を含む棚から品物をスキャンおよび送付するために使用するこ
ともできる。これにより、同じプログラミングが異なる棚の構成に使用することも可能に
し、それによってそのようなシステムのコストを削減し、そのようなシステムが、物理的
に更新および／または設定するのをより容易にさせる。
【００７５】
　[0094]いつくかの実施形態によれば、センサシステムは、区画の内容をスキャンしつつ
、同時に、区画の位置または境界に関する１つまたは複数の標識を識別することができる
。いくつかの実施形態によれば、複数のかご２２、２２’が、システム全体内の同じまた
は異なる商品の棚のために、同時にまたは独立して使用されてもよい。
【００７６】
　[0095]本発明の実施形態によれば、自動販売システムは、かご２２または２２’の制御
システムのための初期化シーケンスまたはプロトコルを含むことができる。かご２２は、
例えば、特定の商品棚２の上側または下側の左側または右側の隅における「ホーム」すな
わち開始位置に始まることができ、次いで、かご２２が右または左に移動するときに位置
センサを使用して、かご２２が（仮想または実際の）止め具に到達するまで垂直プレート
９９の個数を計数してもよく、上または下にも移動してかご２２が（仮想または実際の）
止め具に到達するまで垂直な縁の指標９７の個数を計数してもよく、それによって各区画
の位置に関する内部「マップ」を作成することができる。この初期化シーケンスは、マシ
ンがスタートアップすると、または規則的なスケジュール間隔で、またはシステムが故障
状態を検出またはその他の方法でエラーに出会ったときに実行することができる。各区画
中の各商品のスキャンは、この初期化シーケンスと同時に、またはこの初期化シーケンス
とは異なる時間で行うことができる。また、初期化シーケンスは、前部棚または後部棚の
一方について、次いで他方について実行することができ、あるいは代替としてかご２２の
両側にあるセンサを用いて、かご２２の同じ通過中に前部棚または後部棚について同時に
実行されてもよい。かご２２’についての初期化シーケンスは、同様のやり方で制御する
ことができる。
【００７７】
　[0096]本発明のいくつかの実施形態によれば、特定の区画中に品物の存在がないとき、
スキャナまたはセンサ３６、３７、３６’に肯定的に指し示すことが望ましい場合がある
。区画の扉６２’は、品物にあるバーコードまたは他の識別子が扉を通じてスキャンでき
るように透明であり得る。かご２２が区画内で品物を何ら検出しないとき、かご２２は、
区画中の品物をスキャンする機会を増すために、短期間の間に前後および／または上下に
「軽く揺すぶる」ように構成されてもよい。品物が検出されない場合、コントローラは、
区画中に品物が存在しないと決定することができる。本発明のいくつかの実施形態によれ
ば、次いで、コントローラは、かご２２または２２’にその特定の区画を開かせ、任意の
内容を補助置き場９５に送付させる。本発明のいくつかの実施形態によれば、特有のバー
コードまたは他の標識が、プレート１００の上部に置かれ、区画中に品物が存在するとき
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には、品物がそのような特有のバーコードまたは他の指標を覆うようになっており、スキ
ャナが、区画中の品物だけをスキャンするようになっており、品物が区画中に存在しない
ときには、スキャナが、区画が空いていることを指し示す特有のバーコードまたは他の指
標をスキャンするようになっている。代替として、そのような特有のバーコードまたは他
の指標は、扉６２、６２’の外側または内側に配置されてもよく、同様に働く。
【００７８】
　[0097]図１８は、本発明の実施形態による自動販売システムを示す。制御システム１０
２は、ガントリシステム１０４、作動装置、または他の機械（例えば、作動装置３２、３
２’）、ならびにセンサおよび／またはスキャナまたは他の感知装置（例えば、３６、３
６’、３７、６１、６３、７０、９３および９４）に通信可能に結合される。本発明の実
施形態によれば、ガントリシステム１０４は、レールシステム１６、１８、２０、ならび
に関連したケーブル、電動機、電子装置、および水平軸ｘおよび垂直軸ｙに沿って送付か
ご２２を移動させるための他のハードウェアを備えることができる。本発明の実施形態に
よれば、制御システム１０２は、パーソナルコンピュータ、または他の計算装置であり得
る。
【００７９】
　[0098]本発明の実施形態によれば、制御システム１０２は、どんな順序でも本明細書に
記載のステップおよび方法を実施するための命令を実行することができ、ならびに１つま
たは複数のステップを除外することができ、および／または１つまたは複数の追加のステ
ップもしくはステップの繰り返しを含むことができる。本明細書に説明されるように、制
御システム１０２は、情報または信号を受け取り、そのような情報または信号に基づいて
制御信号を送信して、ガントリシステム１０４、作動装置３２、３２’、および他のハー
ドウェアをそれに応じて移動させる。制御システムは、図示されていない他のハードウェ
ア、例えば、ユーザインタフェースのタッチスクリーンから情報を受け取ることもでき、
これによって商品に関する使用者からの選択を受け取って、区画から取り出す。制御シス
テム１０２は、明示的に示されていないが、本開示に基づけば当業者に明らかである、他
のセンサまたは信号に依存することもできる。例えば、位置センサが、本明細書に記載の
ハードウェアの任意の部分の二次元（または三次元）位置を制御システム１０２に与える
ために使用されてもよい。
【００８０】
　[0099]顧客または要求者が制御システム１０２に特定の商品または品物が望まれている
ことを指し示すとき、制御システム１０２は、その最新のスキャンルーチンおよび／また
は初期化シーケンスに基づいて、そのデータベースまたは在庫のリストを調査する。制御
システム１０２は、要求される商品または商品のタイプについて複数の一致を見つけるこ
とができる。次いで、制御システム１０２は、送付かご２２を制御して、送付かご２２を
、ガントリシステム１０４を介して要求された特定の商品を保持する特定の区画へ送る。
本発明の実施形態によれば、次いで、スキャナ３６、３７は、区画の内容をやはりスキャ
ンして特定の商品が実際に区画にあることを再び検証する。手動のおよび／または事前に
配置されたおよび／または事前にプログラムされた在庫情報に依存するシステムは、分配
の直前に商品の存在および識別情報を確認する能力を有さない。本発明の実施形態によれ
ば、商品が検証されると、区画への扉６２が開かれて、商品は送付かご２２中で受け取ら
れ、この時点で次いで商品は、再びスキャンされてもよく、または異なる種類のセンサを
使用して、商品がかご２２に入ったことを感知することができる。したがって、本発明の
実施形態は、前方区画棚および後方区画棚の一方または両方に関してカスタマイズされた
区画のグリッドのサイズ、およびレイアウトを決定し、各区画の内容をスキャンおよび記
録／更新する能力を含む。これは、初期化時または起動時だけでなく、補充後に、および
任意の時点でも行われてもよい。また、例えば、商品を販売する直前、またはそうでなけ
れば区画の扉を開く直前に、個々の区画を選択的にスキャンしてそれらの内容を確認する
ことができる。この自動在庫管理は、システムエラーを減少させ、（１つまたは複数の）
特定の棚、区画のセットの在庫を調べるプロセスも自動化する。
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【００８１】
　[00100]図１９は、本発明の実施形態が共に利用され得るコンピュータシステム２００
の一例である。コンピュータシステム２００は、例示的なコンピュータを表しており、こ
のコンピュータは、（例えば、センサからの）入力を受信し、および／または（例えば、
数ある中でも、ガントリシステムおよび／または扉作動装置を制御するための）出力を供
給するために、コントローラ１０２として動作することができる。この単純化された例で
は、コンピュータシステム２００は、データおよび制御情報を通信するバス２０１または
他の通信手段と、バス２０１に結合された良く知られたプロセッサ、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）等などの１つまた
は複数の処理デバイス２０２とを備える。
【００８２】
　[00101]単純化された実施形態では、コンピュータシステム２００は、情報、および処
理デバイス２０２によって実行される命令を記憶するためのバス２０１に結合されたラン
ダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）または（メインメモリ２０４と呼ばれる）他の動的記憶装
置をさらに備える。メインメモリ２０４は、（１つまたは複数の）プロセッサ２０２によ
る命令の実行中に、一時的数値変数または他の中間情報を記憶するために使用することも
できる。
【００８３】
　[00102]コンピュータシステム２００は、処理デバイス２０２のための静的情報および
命令を記憶するバス２０１に結合されたリードオンリメモリ（ＲＯＭ）２０６および／ま
たは他の静的記憶装置を備えることもできる。磁気ディスクまたは光ディスクなどの大容
量記憶装置２０７、およびその対応するドライブは、設定ファイル、キーストア、および
登録データベース等などの命令および情報を記憶するために、バス２０１に結合すること
もできる。
【００８４】
　[00103]１つまたは複数の通信ポート２０３は、例えば、ローカルエリアネットワーク
（ＬＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、またはインターネットなどの通信ネットワー
クによるコンピュータシステム２００へ／からのネットワーク接続および情報の通信を支
援するためにバス２０１に結合することもできる。通信ポート２０３は、ネットワークア
クセスを可能にする１つまたは複数のモデム、１つまたは複数の１０／１００イーサネッ
トポート、１つまたは複数のギガビットイーサネットポート（光ファイバおよび／または
銅）、またはインターネット作業環境に一般に使用される他のよく知られたネットワーク
インタフェースなどのよく知られたインタフェースの様々な組み合わせを含むことができ
る。いずれにしても、このやり方で、コンピュータシステム２００は、従来の通信ネット
ワークインフラを介して、多数の他のネットワーク装置、通信装置、クライアント、ＮＴ
Ｍ、および／またはサーバに結合できる。
【００８５】
　[00104]適宜、ディスプレイ、キーボード、およびカーソル制御装置などのオペレータ
インタフェースおよび管理用インタフェース（図示せず）は、コンピュータシステム２０
０との直接の操作者のやり取りを支援するために、バス２０１に結合することもできる。
他のオペレータインタフェースおよび管理用インタフェースは、通信ポート２０３を通じ
て接続されるネットワーク接続を通じて与えることができる。最後に、リムーバブル記憶
媒体（図示せず）、例えば、１つまたは複数の外付けハードドライブもまたはリムーバブ
ルハードディスク、テープ、フロッピーディスク、光磁気ディスク、コンパクトディスク
読取り専用記憶装置（ＣＤ－ＲＯＭ）、コンパクトディスク書き込み可能型記憶装置（Ｃ
Ｄ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ）、デジタル多用途ディスクまたはデジタルビデオディスク（ＤＶＤ
）（例えば、ＤＶＤ－ＲＯＭおよびＤＶＤ＋ＲＷ）、Ｚｉｐディスク、あるいははＵＳＢ
メモリ装置、例えば、サムドライブ、あるいはフラッシュカードは、対応するドライブ、
ポートまたはスロットを介してバス２０１に結合することができる。
【００８６】
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　[00105]様々な修正および追加が、本発明の範囲から逸脱することなく、述べた例示的
な実施形態になされてもよい。例えば、上記の実施形態は、特定の特徴に言及するが、本
発明の範囲は、様々な組み合わせの特徴を有する実施形態、および記載した特徴の全てを
含むのではない実施形態も含む。したがって、本発明の範囲は、特許請求の範囲内に含ま
れる全てのそうした代替例、修正例、および変形例を、その全ての均等物と共に包含する
ものである。

【図１】 【図２】
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